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【総会報告総会報告総会報告総会報告】 

日時 平成２２年５月２９日（土） 

於  ７２年館１階ラウンジ 

次第 

１１１１部部部部    総会議事総会議事総会議事総会議事    

１．会長挨拶 

２．各部活動報告 

３．２００９年度 決算報告 

４．会計監査報告 

５．２０１０年度 予算案 

６．夏季研修会について 

７．研究部講座報告 

８．常任幹事交代について 

９．同窓会より 

    

２２２２部部部部    弦楽弦楽弦楽弦楽アンサンブルアンサンブルアンサンブルアンサンブル演奏演奏演奏演奏    

前会長の飯山良子氏(Ｓ４１)と有志の 

方々による弦楽アンサンブルの演奏会 

１１１１部部部部    総会議事総会議事総会議事総会議事    

２．各部活動報告  （６ページ参照） 

３．決算報告    （６ページ参照） 

４．会計監査報告  （６ページ参照） 

５．予算案     （６ページ参照） 

６．夏季研修会について 

 東京女子大学７２年館１階ラウンジに

て開催されました(２ページ参照)。 

７．研究部講座報告 

 各講座の代表者より講座の内容、会費

等が紹介されました。 

現在の研究部講座は、７ページ参照。 

８．常任幹事交代について 

次の◎印の幹事が新しく推薦され、 

総会で選出、承認されました。 

会長、副会長、常任幹事は次のとおり。 

  

会 長     多羅尾千恵（Ｓ４３） 

 副会長     桜井 典代（Ｓ４３） 

 庶務      小畑 葉子（Ｓ４４） 

         武田 紀子（Ｓ４５） 

 厚生     ◎青柳 陽子（Ｓ５１） 

 研究      大井美智子（Ｓ４９） 

        ◎廣瀬加代子（Ｓ４９） 

 広報      中陳きよみ（Ｓ４５） 

         渡辺 信子（Ｓ５０） 

 会計      茶圓 幸子（Ｓ４４） 

         松本 友子（Ｓ４８） 

 書記      岩崎えり子（Ｓ５３） 

ＨＰ担当   ◎鍋田 茂子（Ｓ５４）

会計監査   ◎吉益美恵子（Ｓ４２） 

大島 治美（Ｓ５２） 

 

なお、次の方々が退任されました。 

長い間、数専会のためにご尽力下さり

ありがとうございました。 

厚生      藤井 恭子（Ｓ４３） 

研究      庵原ちひろ（Ｓ５０）

ＨＰ担当    荒木 純子（Ｓ５０） 

会計監査    土屋 昌子（Ｓ３２） 

９．同窓会より 

平素ﾊﾟｿｺﾝ講師の派遣をはじめ格別の 

御協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

ﾎｯﾄﾆｭｰｽ：夏に新しいﾊﾟｿｺﾝになりまし 

た。9月、11月に母校創立100周年に向

けて連続講座、2011年2月5日にはﾊｰﾌﾟ

ﾘｻｲﾀﾙを開催致します。 

 

 

２２２２部部部部    弦楽弦楽弦楽弦楽アンサンブルアンサンブルアンサンブルアンサンブル演奏演奏演奏演奏    

♪♪♪♪    ♪♪♪♪    ♪♪♪♪    ♪♪♪♪    ♪♪♪♪    ♪♪♪♪    ♪♪♪♪    ♪♪♪♪    ♪♪♪♪    ♪♪♪♪    ♪♪♪♪    ♪♪♪♪ 

プログラムプログラムプログラムプログラム 

＊Jesu Man’s Desire   バッハ作曲 

＊木星 組曲｢惑星｣より ホルスト作曲 

＊Ave Verum Corpus モーツァルト作曲 

＊春 組曲｢四季｣より 

          ヴィヴァルディ作曲 

＊Ombra mai fu(ラルゴ)  ヘンデル作曲 

＊夏の思い出（歌付）   中田喜直作曲 

            江間章子作詞

♪♪♪♪    ♪♪♪♪    ♪♪♪♪    ♪♪♪♪    ♪♪♪♪    ♪♪♪♪    ♪♪♪♪    ♪♪♪♪    ♪♪♪♪    ♪♪♪♪    ♪♪♪♪    ♪♪♪♪

アンサンブルアンサンブルアンサンブルアンサンブル・・・・コアプロフィールコアプロフィールコアプロフィールコアプロフィール    

二十代から六十代の女性九名男性四名の

メンバーで２００８年に老人施設訪問演

奏を目的に作られたグループ。 

この日バイオリン10名、ビオラ3名、 

チェロ2名の演奏の方が、またご指導の

松村先生がボランティアで演奏に参加し

て下さいました。 
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【【【【    ごあいさつごあいさつごあいさつごあいさつ    】】】】 

会長 多羅尾千恵(Ｓ４３) 

 

皆様お変わりなくお元気にご活躍のことと存じま

す。日頃は、数専会活動に、ご理解、ご協力を賜り心

より感謝いたします。 

夏季研修会の東京女子大教授宮地晶彦氏の講演は、

解り易く数学の面白さに引き込まれました。参加者の

皆様の感想も良く、幹事一同ほっといたしました。 

１０月３０日（土）秋の講演会もどうぞお誘いあわ

せの上お出かけくださいませ。 

先輩方の築かれた良き伝統を守りつつ、会員の皆様

に喜んでいただける数専会を目指し、努力を重ねて参

りたいと存じます。今後とも、よろしくお願い申しあ

げます。 

【【【【    秋秋秋秋のののの講演会講演会講演会講演会のごのごのごのご案内案内案内案内    】】】】 

 

日時 １０月３０日（土） 午後１時半～３時半 

場所 ７２年館１階ラウンジ 

講師 茶圓幸子氏 

   Ｓ４４年数理学科卒業 

   お茶の水女子大学附属高校元教員 

  現在学習院女子高等科非常勤講師 

演題 「正四面体で遊ぼう・・・公式がわかる模型を作る・・・」 

会費 １０００円 

お申し込み・お問い合わせ 

Tel/Fax  ※※※※※※※※※※※※ 

E-mail   ※※※※※※※※※※※※ 

櫻井典代 

準備の都合上、必ずご連絡ください。 
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【夏夏夏夏    季季季季    研研研研    修修修修    会会会会】 

 

日時 平成２２年７月３日（土） 

於  東京女子大学７２年館１階ラウンジ  

＊講演要旨(３ページ) 

＊夏季研修会の感想を下記に掲載 

 

 

 

 

プログラム 

◇１１時半～１３時 

昼食・懇親会 

 

◇１３時半～１５時半 

 ｢フーリエ解析のやさしい入門｣ 

 

 自然界の様々な現象を数学的に 

 解析するフーリエ級数の手法の 

 原理を数式を使わずに説明します。 

 

       東京女子大学 

       数理科学科教授 

       宮地晶彦氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師紹介講師紹介講師紹介講師紹介 

◇宮地晶彦（みやち あきひこ） 

1951 年生まれ。小学校 3 年まで広島県竹原市竹原町。

小学校 4 年から高校卒まで長野県松本市。松本深志高

等学校卒、東京大学大学院理学系研究科数学専攻修了。

東京大学理学部助手、一橋大学社会学部講師、同助教

授を経て、1995 年から東京女子大学教授。古典的なフ

ーリエ解析とその応用について研究している。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

【夏季研修会夏季研修会夏季研修会夏季研修会にににに参加参加参加参加してしてしてして】 

塩野百合子（Ｓ４５） 

 えっ、フーリエ解析？ 聞き覚えはあるものの、そ

の内容について記憶の扉は固く閉じられ、びくともし

ません。ああ、学生時代もっとしっかり勉強しておけ

ばよかった。後悔先に立たず。でも、少しは調べなく

ては。何この式は。最近は難しい数式をみると頭が痛

くなる。でも、数式を使わないで説明してくれるとい

うことだから、何とかなるかも。なんていう、ふとし

た心の迷いから引き受けてしまった感想文。猛暑の中、

苦しんでおります。 

 東京女子大を卒業してから、気がつけばもう４０年

の歳月が過ぎ去ってしまいました。長く生きていると、

いろいろな事がありましたが、難解な数学とは無縁な

生活を送る毎日。２年前に仕事を定年退職し、時間的

にもやっと余裕ができ、頭の体操もかねて、数専会の

講演会に１年前から足を運んでいます。参加するたび

に、学生時代なぜもっとしっかり勉強しなかったのか

と後悔の念ばかり。今回の講演も、内容がすべて理解

できたわけではありませんが、講師の宮地先生の、聞

き手の反応を見ながらの、丁寧なわかりやすい説明に

納得できたことも多々ありました。 

 最初に話されたのは、まず、１０円玉を１つおき、

それに接するように、上に１０円玉をもう１枚おき、

接点に印しをつけておきます。下の１０円玉のまわり

にもう１枚の１０円玉をすべらないようにころがした

とき、印しをつけた点の軌跡はどんな形になるか考え

て下さいということでした。その動きを図を使って説

明して下さり、できた点の軌跡はきれいなハート形に

なり、その図形を「カージオイド（心臓形）」というそ

うです。また、カージオイドのかき方も説明して下さ

いました。次に、カージオイドの形だけから、もとの

円の中心を求めるにはどうしたらいいかということを、

三角関数のグラフを使って説明され、平均の高さを求

めて中心をきめるということが、フーリエ級数の原理

になっているということでした。懐かしいＳＩＮ，Ｃ

ＯＳのグラフや、積分公式等もでてきたり、また、ど

んな運動でも再現可能（どんな関数もＳＩＮ，ＣＯＳ

の組み合わせでかける）ということを、１０分間で元

の位置に戻るモビールの話で丁寧な説明がありました。

興味深かったのは、ＣＯＳを上にもちあげた関数  

（１＋ＣＯＳｔ）／２ のグラフをかき、それを２乗

するとグラフは細くなり、累乗の数が大きくなるほど

グラフはどんどん細くなり、これを使うと、どんな階

段状の関数も式化できるという話です。確かにそうで

す。グラフをかくとよくわかります。どんな複雑な関

数も、ＳＩＮ，ＣＯＳを使ってかけるということは、

熱の伝導に関する研究でフーリエが最初に言い出した 

 

 

そうです。 

 フーリエ級数の原理がどんなことに使われているか

という話も大変面白かったです。ＣＴスキャンやＭＲ

Ｉにも使われているときき驚いてしまいました。私事

ですが、９年前に体調をくずして入院した際、退院後

も含めて１０回くらいＭＲＩをとりました。その時は、

カンカンとうるさい音だけが耳についていたのですが、

フーリエ級数が関係しているとは思いもよりませんで

した。その他にも、潮の満ち干、通信技術等々・・・。

また、純粋数学にもつかわれているということで、い

くつかの例があげられました。等周不等式（きまった

長さの周で囲ったとき、中の面積が最大になるのはど

んな時か・・・答えは円）これもフーリエ級数を使っ

て証明されるそうです。また、ディリクレの素数の定

理・・・たとえば、あらゆる自然数を４で割ると 

４で割り切れる数・・・・4，8，12，16，20，・・・・・ 

４で割って１余る数・・・1，5，9，13，17，21,・・・・ 

４で割って２余る数・・・2，6，10，14，18，22，・・ 

４で割って３余る数・・・3，7，11，15，19，23，・・ 

というように、４つのグループに分けられますが、こ

の中で、４で割って１余る数と、４で割って３余る数

の中に素数は無限に存在する。これをフーリエ級数の

原理を使って（ＳＩＮ，ＣＯＳは使わない）ディリク

レが証明したとのことです。 

 こちらの頭の固さもあり、すぐに理解するのが難し

いものもありましたが、意外なところに、フーリエ級

数が使われていることに驚き、また、もっと知りたい

と興味をわかせてくれるお話でした。図やグラフを使

って丁寧に説明して下さったのに、こちらの反応が悪

く、話しにくかったのではないかと申し訳なく思って

おります。 

 いつも感じることですが、このような活動をずっと

続けている数専会、また、お世話下さる方に心から感

謝しております。諸先輩の熱心さにはいつも驚かされ

るばかりで、いろいろな意味で、まだまだ頑張らねば

と、いつも力をもらっています。できれば、若い方（時

間的に忙しく、参加しづらいとは思いますが）にも、

ぜひ数専会の催しに来て頂きたいと思います。 

 講師の宮地先生、数専会の役員の方々、本当にあり

がとうございました。 

 

 

追：当日、講演会から帰宅した私に、同級生の須賀裕

子さんの訃報が届いておりました。思いがけない悲し

いしらせに、まだ信じられない思いです。一足先に逝

ってしまった友の冥福を心から祈ります。 



フーリエ級数の話
（宮地晶彦先生ご寄稿による夏季研修会講演要旨）

フーリエ級数の原理は，周期 1のどんな複素数値関数 f(t)も，

f(t) = c0 + c1e
2πit + c2e

4πit + · · ·
+ c−1e

−2πit + c−2e
−4πit + · · ·

(S)

と展開でき，ここに現れる係数 cnは

cn =
∫ 1

0
f(t)e−2πint dt (A)

で求められる，というものである．
複素数 z = x + iy は複素数平面上の点とみなすことができるから，複素数値の関数 f(t)

は，tが時間を表す変数と考えると，平面上の点の運動を表すことになる．変数 tのうごく範囲
0 5 t 5 1を以後「１分間」と言うことにする．また，左周りに等速度で１分間に 1回転するの
を単に「１分間に 1回転」と言い，右周りに等速度で１分間に 1回転するのは「１分間に −1
回転」と言うことにする．式 2e2πit = 2(cos 2πt + i sin 2πt) は，長さ 2の棒OAが−→

OA = (2, 0)
から出発して点Oを中心として１分間に 1回転する運動 (またはOを固定したときの点Aの運
動)を表している．式−e4πit = −(cos 4πt + i sin 4πt) は，長さ 1の棒ABが−→

AB = (−1, 0)から
出発して点 Aを中心として１分間に 2回転する運動 (または Aを固定したときの点 Bの運動)
を表している．これを組み合わせた

2e2πit − e4πit (C)

という式は，点 Oを中心に回転する長さ 2の棒 OAの先に，Aの周りを回転する長さ 1の棒
ABをつなげて，初めに −→

OA = (2, 0),
−→
AB = (−1, 0)から出発して，棒 OAは Oの周りを１分

間に 1回転し，棒 ABは Aの周りを１分間に 2回転する運動を表している．Oを固定すれば,
点 Bの描く図形は心臓形 (カージオイド)になる．
フーリエ級数の第 1の原理 (S)は，このように回転する棒の先にまた回転する棒をつなげる

仕掛けを無限に積み重ねて「モビール」を作れば，平面上のどんな複雑な運動でも再現できる，
ということである．このとき，左周りの棒と右回りの棒が必要である．
等速度の回転運動は 1周りを平均すれば 0になってしまうから，(S)を平均すると，動かな

い c0だけが残り，
∫ 1
0 f(t)dt = c0となる．これがフーリエ級数の第 2の原理 (A)の n = 0の場

合である．
等速度で回転する棒は自分もそれと同じ速度で回転しながら眺めれば止まって見える．１分

間に 2回転する棒は，自分が１分間に 1回転しながら眺めれば，１分間を平均した結果は 0に
見える．したがって，たくさんの棒を組み合わせた上記のモビールも，自分が１分間に 1回転
しながら眺めて 1分間の平均をとれば，１分間に 1回転する棒だけが現れる．同じことだが，
モビール全体を１分間に−1回転させながら眺めて 1分間の平均をとれば，元のモビールで１
分間に 1回転する棒だけが現れる．これを式で表したのが

∫ 1
0 f(t)e−2πitdt = c1で，これが (A)

の n = 1の場合である．
フーリエ級数の興味深い性質の多くは，複素変数の関数の性質と深く結びついている．複素

変数の関数と関連したフーリエ級数の研究は，Riesz兄弟, Hardy, Littlewood らによって 1930
年頃，さかんに研究された．
フーリエ級数は，自然科学や工学の分野で実際の問題に広く応用されるだけでなく，純粋数

学の中でも重要な基本的な道具となっている．フーリエ級数は数や図形の根本的な数学の問題
に深く関わっていて，現在でもいろいろな形で研究が進められている．
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【【【【数数数数    専専専専    会会会会    のののの    ああああ    ゆゆゆゆ    みみみみ】】】】 

＊＊＊＊数専会歴代会長数専会歴代会長数専会歴代会長数専会歴代会長    

第１代 故豊泉しげ氏 

第２代  山下タミ氏  

第３代 故豊泉しげ氏  

第４代 故中屋澄子氏  

第５代  溝口雪恵氏 

第６代 故清水千代氏 

第７代  寺田陽子氏 

第８代  山本静枝氏 

第９代  矢矧かつ子氏 

第１０代 高橋美保子氏 

第１１代 飯山良子氏 

◇◇◇◇・・・・◇◇◇◇・・・・◇◇◇◇・・・・◇◇◇◇・・・・◇◇◇◇・・・・◇◇◇◇・・・・◇◇◇◇・・・・◇◇◇◇・・・・◇◇◇◇・・・・◇◇◇◇・・・・◇◇◇◇・・・・◇◇◇◇・・・・◇◇◇◇・・・・◇◇◇◇・・・・◇◇◇◇・・・・◇◇◇◇・・・・◇◇◇◇・・・・◇◇◇◇・・・・◇◇◇◇・・・・◇◇◇◇・・・・◇◇◇◇・・・・◇◇◇◇・・・・◇◇◇◇・・・・◇◇◇◇・・・・◇◇◇◇    

第９代会長 矢矧かつ子(Ｓ２６) 

１． パソコンの導入 

２． フラクタルのＴシャツと袋 

３． 国立婦人会館での夏季セミナー 

 

私が会長の時は、ちょうどパソコンが一般に使われる

ように成り出して、数専会でもやりたいと言う気運が盛

り上がってきた時でした。 

 その時、亡くなられた先生方から頂戴した、ご遺産が

あり、予算もありました。しかし、問題はパソコンを置

く場所です。が、うまい具合に７２年館の二階にはタイ

プ室がありました。そこには、電動タイプが何十台もあ

りました。しかし、時代の流れで、タイプを習う人も少

なくなり、タイプ室はあいていたのです。 

そこで会長として、同窓会にお願いしました。「元のタ

イプ室には、電源もあるので、数専会のパソコンを置か

してもらいたい。その代り、同窓会のパソコンの勉強会

にこちらも協力する。」と言うことです。 

 幸いにも同窓会からの許可をいただいて、数専会のパ

ソコン勉強会ははじまりました。せめてものお礼代わり

にと同窓会の理事の方々に｢パソコンとはどんなものか｣

を知って頂くために、一回の講習を申し出ました。 

 文科の方々はタイプでキイボードに慣れていられたの

で、文字を使ってランチョンマットを作りました。パソ

コンの文字の中には、イラストの様なものがあるので、

それを使いました。ということで、理事の方たちに、お

土産を持って，御帰りねがえたのです。 

 それ以来、数専会のパソコンは、皆さんのご存じのよ

うに、いくつもの講座が出来、発展してきました。 

 

バザーの出店  

４月２９日［園遊会］には、同窓会その他、幾つもの

お店がでています、数専会のお店も出したいと、同窓会

にもうしでました。なんなく許可が出て、出店の運びと

なりました。既に総会の後の、バザーはやっていました

ので、その品物と、手提げ袋を考えました。ノートが入

る大きさにして、勉強会に来られるようにしました。布

を買い、袋を縫い、パソコンで、布にプリントするのは、

未だありませんでしたので、「プリントゴッコ」でフラク

タルの図柄をプリントしました。 プリントゴッコであ

まりきれいではなかったのですが、皆様が結構買って下

さいました。その後、Ｔシャツは結構売れると教えられ

て、Ｔシャツも作りました。これは、私の手作りでなく、

プロにたのみ、きれいなフラクタルの図にしました、 

 園遊会での、数専のお店は、現在まで、いらした数専

の方たちの“たまり場”とまでいかないまでも、ひとつ

の目印になっているような気がします。 

 

嵐山での研修会 

 夏休みの研修会は以前の追分の寮でやっていました。

子供連れで、昼は旧軽で遊び、夜はお母さんたちのお勉

強でした。当時は子供も小さく、とても楽しかった思い

出があります。 何とかそれに近いものをと、武蔵嵐山の

国立婦人会館で研修会をすることにしました。会館は国

立だけあって設備もよく、宿泊施設も整い、プールや、

テニスコート、調理室などあり、大きな研修室もありま

した。タクシーも余りありませんでしたので問題は駅か

ら結構暑い路を歩かなくてはならないことでした。  

 調理室でお菓子を作ったり、プールで学年対抗の競技

（泳ぎとはいえないようなもの）をしたりと、結構楽し

みました。勿論お勉強もいたしましたけれど。 

当時未だ珍しかったパソコンを持ち込み、初歩の手引

きをしました。夜中に質問に見えられた方がいて、びっ

くりしましたけれど。嵐山は近くに、丸木位里さんの美

術館（ですか？）や小川の紙漉きの里もあり、軽井沢の

ように涼しくはないけれど、いい所でした。暑い季節で

なければもっと楽しめたのにとおもいます。 

今考えてみると、副会長、常任委員の方たちや、上級

生や下級生の皆さんに助けられて、何とかやってこられ

たのだとつくづく思います。 

皆様、本当に有難う御座いました。 
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「「「「数専会数専会数専会数専会にににに思思思思うううう」」」」    

第１０代会長 高橋美保子(Ｓ３１) 

数専会の幹事を数年やらせていただき、会の起こり、

そして此れまでの経過と言うか歴史を知っていたからで

しょうか、会長を仰せつかったのですが私には荷が重過

ぎると辞退しました。しかし、なかなか決まらないうち

に時間切れで、結局受けることになってしまいました。 

なにしろ此れまでの諸会長は「高女時代」の経験者、

戦後教育を受けた私にはとてもその力量には及ばないと

は思いました。兎に角、出来る範囲内で懸命にやること

だけだと考えていたのですが、２年目からは幹事たち、

先輩方のお力添えもあり、余裕もできて、会員の皆様に

は不満もあったとは思うのですが、私自身も忙しくもあ

り計画が思うように実行出来なくて悩んだ事も多々あり

ましたけど、今、当時を思い起こすと、総じて楽しかっ

た事ばかりが記憶に残っています。 

今思うと一番大変だったのは夏季研修が一泊だった頃、

会場を探す事とお話をお願いする方を選定することでし

たが、皆さんに喜んで頂くとほっとしましたし、参加者

の交流が会の良いところであり、また大きな力の基とな

っているように、私には感じられました。 

今は上級生と下級生の親しくお話できる場をもう少し、

多くするように、考えたらどうでしょうか。世の中も目

まぐるしく変化して行く時、数専会の運営もなかなか苦

労があるようです。私が思うことは数専会が培って来た

ものを、どうか次の世代の方たちにも繋いでいって欲し

いと言うことです。そして４年間の会長の任務を何とか

果たせたことは皆様の協力のお陰と心から感謝しており

ます。
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「「「「東京女子大学東京女子大学東京女子大学東京女子大学とととと私私私私のののの仕事仕事仕事仕事」」」」    青野厚子（Ｓ４４） 

 私はコンピュータのプログラムを作る会社を経営して

います。会社は来年 2011年の６月で 30周年を迎え、私

は 65歳になります。個人の仕事と違い会社は永遠に続く

ので、どこかで次世代にバトンタッチしなければなりま

せん。80歳でも現役社長を続けている人もいますが、誰

でもができるわけではありません。試行錯誤を重ねて、

やっと来年引き継ぎの目処を立てました。そうしたら気

が抜けたのか、体調を崩してしまい今自宅で静養してい

ます。 
 振り返る時間ができたので、大学で学んだことで仕事

に役立ったことを考えてみました。東京女子大で学んだ

ことは何だったのか。見つけた答えは二つで、ひとつは

合理的な考え方を身につけたこと。もうひとつは真相・

真実の追究を身につけたこと。この二つが私の仕事人の

基礎を作ってくれたと思います。東京女子大学の理念と

して、読み書きそろばんなどの応用技術よりも、学問の

基礎が肝心という学風でしたが、真面目に勉強しなかっ

た私も、「何事も基礎が重要」だけは学んだようです。 
 数理学科を卒業してから、ずっとコンピュータのプロ

グラマーとして働いていました。30歳を過ぎて転職をし

なければならなくなったとき、もう雇ってくれる会社が

なく、やむを得ず創業することになりました。それまで

一度も会社を興すことを考えたことがなかったので、す

べて手探りの創業でした。会社を始めてすぐに、技術者

は雇うことができるが経営をする人がいなければ会社は

立ち行かない、と気がつきました。それで早い時期に技

術職を辞めて経営と営業をすることにしました。 
 経営の重要な仕事として、会社の規則作成と運用があ

ります。会社は日本の法律に従うのですが、それは基本

的なことで、細部は会社ごとに決めることができます。

例えば給与規定は、会社の労働価値の理念が詰まったも

のです。労働価値にもいろいろな考え方があります。年

功序列の時代は、学歴と年齢で給与が決まっていました。

成果主義の現代は、仕事の成果に準じて給与が支払われ

るようにしなければなりません。しかし、新人などの若

い人は独りで成果を出すことはできませんので、成果部

分は少なくします。また、毎月の給料は生活の基盤を支

えるものですから、景気・不景気に影響されにくくしま

す。反対に賞与はもろに成果に連動するようなシステム

にする必要があります。つまり給与規定は、経営者が労

働価値基準を決めて労働者に送るメッセージなのです。

この価値基準を決めるには、仕事内容や仕事の業態、社

会背景や経費配分など、考えられることを総て考えて作

ります。給与規定だけでなくあらゆる会社の規定は、公

平で公明な合理的システムであることが重要です。中小

企業の社長は、司法・立法・行政の三権全部をやること

もあり、責任の広さと重さを感じましたが、合理的な考

え方は随分と役立ちました。 
 「ビジネスは合理的な経済活動」と言いますが、創業

時の 1981 年の日本は、戦後 30 年以上たっているのに、

まだ封建的で非合理的な商習慣が蔓延していました。顧

客から宴席で「飲む酒の量で仕事の発注量を決める」と

言われて、仕事と酒の量に何の因果関係があるのか、大

変な世界に来てしまったと面食らいました。この話を古

参の営業マンにすると「いや、酒の量ではなく、宴席を

何回設けるかで決まった」とさらに驚く話になりました。

またある場所では、訪問時に置いてくる名詞の数で発注

量が決まると聞きました。創業から 10年目まではバブル

真っ盛りの時期で、日本のビジネスもやっと合理的な経

済活動に移行している最中でした。仕事の注文が、宴席

の回数や酒の量、贈答品の多少で決まるのではなく、商

品（弊社の場合は技術）やビジネス情報で決まる、とい

うビジネス本来の形が見え始めていました。そうして幸

いなことに、私は宴席以上の場面に遭遇しないでこの時

期を乗り越えることができました。 
 創業したころ、高校時代の男子同級生から「女の下で

働く男がいるとは信じられない」と言われて唖然としま

した。女性上司がちらほら出てき始めていた時代でした

から、今から振り返れば当然の発言かもしれませんが、

驚きました。男性社員の採用を始めていたので、男性の

気持ちを知って当惑しました。男女の区別とビジネスに

何の因果関係があるのか。とは言っても女性だけの会社

は未来が見えず、長期で会社をやっていくには、男性社

員の雇用は必須でした。私は民主主義の教育を受けて、

大学卒業まで男女差別を家庭の外では一度も感じたこと

はありませんでした。それが同じ教育を受けたはずの男

子同級生は、明らかに封建時代の感覚のままでした。 
 私は生来より理屈に合わないことが大嫌いで、幼少時

は「なぜなぜ？」を連発して、文学好きの母親を嫌がら

せていました。勉強も数学や物理が好きで数理学科を選

んだのに、会社を創業したばかりに、理不尽で非合理的

な社会に合わせなくてはならないのか、と本当に屈折し

た気持ちで過ごしていました。ところが、日本社会が急

激に変化を始め、男女雇用均等法などができると、個人

も社会も民主的になってきました。非合理的な社会に直

面しながら、あまり迎合しないでいたら、社会のほうが

私に近づいてきたと思えます。私が生来の気質のまま仕

事を続けてこられたのは大変幸運でした。 
 弊社の仕事であるソフトウェア開発の仕事は、大きく

３つのやり方があります。１つは自社商品を持って販売

する、２つめは技術者を派遣する。３つめは、顧客の特

注商品を請負開発するものです。それぞれの会社はこの

３つの方法を混ぜながら経営しています。私の会社は創

業時から請負でやってきました。請負開発の業態は、コ

ンサル業に近い形態です。社員一人一人がコンサルタン

トで営業マンで開発者を兼ねています。ですから、でき

るだけ良い人材を集めること、良い人材に育成すること

が、会社の成長の必要条件になります。 
 どんな会社でも人材の質が重要ですが、とりわけコン

サル業は人材そのものが商品です。商品価値を高めるた

めに、人材育成と格闘することになりました。理系の合

理的な私が、この非合理的な人間を扱うことになり大変

悩みました。中でも私と性格が違う人、年齢の離れた人、

育った環境が異なる人、働く意味を解っていない人など、

理解に苦しみました。そういう状況で、自分を含めて「人

間とは何か」という問題にたどり着きました。その折に

大学の本館にかかれている聖書の一節「QUAECUNQUE SUNT 

VERA」(すべて真実なこと)の言葉を思い出しました。真

実は何か、真相はどこにあるか、表情や行動、言葉だけ

ではわからない人間を理解するのに、この言葉は私を大

いに助けてくれました。私は勝手に「人間学」と名づけ

ましたが、人間を観察したり、人間の行動を分析したり、

人間の深層心理を洞察しました。人間を育成するには、

対象の人間について深く理解することが必要でした。相

手を理解できないと、その相手を動かせることができな

い、仕事に対する動機付けができません。そのために「お

およそ真なること」の追求が必須でした。 
 もし、入社時の能力のまま成長しなければ、年齢と共

に生産性が落ちるので、成功報酬型の給料は下がります。

つまり、職場は学校以上に成長を要求される場なのです。

また、学校の勉強は知識の取得で、ある意味見えるもの

ですが、職場での勉強はほんの一部分で、大半の経験に

よる学習は、複雑系で見えないものです。一時流行った

KY（空気を読む）のように、マニュアルに書くのが難し

いものです。学校の勉強は優秀でも、職業人として目が

出ない人は多いです。頭が良いはずなのに職場で成長し

ないのは、とても不思議でした。いろいろ考えました。

学校の勉強は暗記力や理解力など頭脳を使いますが、職

場での学習は人間が介在するので、心の広さ・深さやバ

ランスを必要とするのだと理解しました。人間は実際の

目で見えるものより、心の目で見えるものを信じるのだ

と気がつきました。知能指数 IQ以上に心の指数 EQが、

職場での成長に必要なことだとあらためて感じ入りまし

た。 
 大学卒業時の昭和 44年ころは、就職しても 2,3年で寿

退社するのが一般でしたから、私も良いパートナーに出

会って普通の家庭人になると予定していました。こんな

に働き続ける人生を送るとは夢にも想像していませんで

した。しかし、自分の性格を深く知るほどに、家庭人よ

り仕事人が向いていると分かり、これはこれで満足すべ

き人生だと思えるようになりました。そして戦後の民主

主義が、働く女性に大いに味方になってくれて、私に幸

運を運んできてくれたと思います。 
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決決決決    算算算算    及及及及    びびびび    予予予予    算算算算    
 

 
 

【会計会計会計会計・・・・会計監査会計監査会計監査会計監査よりよりよりより】 
    

平成２１年度の決算を上記のと

おり報告いたします。 
会長    多羅尾千恵 
会計     茶圓 幸子   

松本 友子 
精査の結果、相違ないことを認め

ます。 
平成２２年５月１１日 

会計監査  土屋 昌子 
大島 治美 

    

    

    

【【【【会計会計会計会計よりよりよりより】】】】    

    

平成２２年度の予算が総会にて

上記のとおり承認されました。 

今年度も、基金を利用して秋に数

専会主催の講演会を開催します。そ

の他、基金の有効な利用法がありま

したらご提案下さい。常任幹事会に

て検討のうえ、総会で使途を決定し

ます。 

維持運営費の振り込み用紙が同

封されている方はお納め下さい。な

お払込み手数料は自己負担でお願

いします。 

【【【【庶務庶務庶務庶務（（（（住所管理担当住所管理担当住所管理担当住所管理担当））））よりよりよりより    】】】】    

    

転送された手紙を受け取られた

ら新住所をご連絡下さい(転送期間

は１年です)。改姓、名簿変更など

は数専会ＨＰ、葉書などで必ずお知

らせ下さい。 

クラス会開催等で名簿が必要な

時は、ご連絡下さい。 

 

【ＨＰ【ＨＰ【ＨＰ【ＨＰ担当担当担当担当よりよりよりより】】】】 
    

数専会のホームページでは、現在

の活動状況や連絡事項の他に、「草創

期の女子大」、「算数の小部屋」、「会

員の本」など、数専会に関わる記事

や資料をお読みいただくことができ

ます。住所変更、クラス会の報告、

出版などの情報、ホームページに関

するご要望等をお寄せください。イ

ンターネットに接続できるパソコン

等から「東京女子大学数専会」で検

索するか、下記のＵＲＬを入力する

と閲覧できます。 

【【【【厚生部厚生部厚生部厚生部よりよりよりより】】】】    

    

平成２２年度の求人と実績は数

専会ホームページの厚生部求人情

報をご利用下さい。随時更新してお

ります。求職希望者は、ご連絡下さ

い。     青柳 陽子（Ｓ５１） 

       ※※※※※※※※※※※※ 

    
【【【【同窓会同窓会同窓会同窓会パソコンパソコンパソコンパソコン講座講座講座講座    

運営管理委員会運営管理委員会運営管理委員会運営管理委員会よりよりよりより】】】】    
    Windows7 を１０台購入いたしま

した。Photoshop Elements、ＨＰビ

ルダー、ウィルスバスターも１０本

購入しました。新規講座も企画中で

す。皆さん、奮ってご参加ください。 

 

 

 

 

 

平成 21（2009）年度決算報告 平成 22（2010）年度予算 

収入の部 支出の部 収入の部 支出の部 

科目 金額（円） 科目 金額（円） 科目 金額（円） 科目 金額（円） 

一般会計一般会計一般会計一般会計     
一般会計一般会計一般会計一般会計     

一般会計一般会計一般会計一般会計     
一般会計一般会計一般会計一般会計     

繰越金      
繰越金      

年度収入  年度支出  
年度収入  年度支出  

維持運営費  郵送通信費  維持運営費    郵送通信費  

新入会費  印刷費  新入会費    印刷費  

バザー  名簿管理費  バザー    名簿管理費  

利息   講座補助費  利息  講座補助費  

雑収入   パソコン関係費  雑収入   パソコン関係費  

小計    総会費   小計    総会費   

   
会議費      

会議費   

   
  運営費      

  運営費   

   
  バザー      

  バザー   

   
  雑費      

  雑費   

   
  予備費      

  予備費   

   
小計     

小計  

   
①次期繰越金     

③次期繰越金  

基金基金基金基金     基金基金基金基金     基金基金基金基金     基金基金基金基金     

繰越金    
繰越金    

年度収入  年度支出  年度収入  年度支出  

  ②次期繰越金    ④次期繰越金  

次期繰越金(①＋②)  次期繰越金(③＋④)   

http://www.geocities.jp/twcumath/index.html 
平成２２年度常任幹事 
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【【【【研究部研究部研究部研究部よりよりよりより】】】】    
今年の夏季研修会は、7 月 3

日(土)同窓会館で開催されまし

た。梅雨の最中でしたが、幸い

にも雨の落ちることなく多くの

方にお集まりいただきました。

今回は、女子大数理科学科教

授・宮地昌彦先生に｢フーリエ解

析のやさしい入門｣と題し、数式

を使わず 10 円玉やモビールを

使ってフーリエ級数の本質をや

さしく説明していただきました。 
今後の研修会について、ご意

見、ご要望がありましたら、研

究部までお知らせください。こ

れからも、たくさんの方に参加

いただければと思っています。 
今年度の勉強会の活動は、左

記の通りです。自主的に勉強会

を開いている方、また開きたい

とお考えの方は、研究部までお

知らせください。また、通信教

育のような形で勉強してみたい

とお考えの方もご連絡ください。 
勉強会は、講師以外に会員が

５人集まればどなたでも開催で

きます。数専会から年 2万円の

補助金が出ます。なお、会員名

簿と決算報告の提出をお願いし

ます。 
研究部 連絡先 

大井美智子（Ｓ49）※※※※※※ 

廣瀬加代子（Ｓ49）※※※※※※ 

    

【【【【ゼミゼミゼミゼミ紹介紹介紹介紹介】】】】 

 

プラムパソコン教室       大西 安子(Ｓ５１） 

プラムパソコン教室は、1998年にパソコンの初級講座

として開講しました。 

ひらがな入力の方法から始まり、Word、Excel、イン

ターネット、メール、ペイントなどのソフトの使用方法、

デジカメで撮った写真の加工や画像処理、ホームページ

作成など、全部は思い出せないほど多くを身につけるこ

とができました。講師の荒木純子（S50）先生は、メンバ

ーの希望を取り入れてくださり、パソコンに関すること

なら何でも学べる講座です。10年近くたったころには基

本的なことがある程度習得でき、応用として次の課題を

何にするか検討し始めましたが、なかなかいい案が出ま

せんでした。 

そんな折、数専会の講習会で講師も務めたことのある

高林厚子(S36)さんから、「本を出版したいので原稿を

Wordでまとめたい」という希望が出ました。本の内容は

身の回りにある、紙テープ、包装紙、牛乳パックなどを、

切ったり、折ったり、貼ったり、ひねったり、組み合わ

せたりして、遊び道具を作るというものです。したがっ

て、図形や写真が多く含まれている原稿をまとめる必要

がありました。実際に作業してみると、今までの知識で

はできないことが色々出てきました。みんなで調べて新

しい方法を見つけたり、パソコンではどうしてもできな

いとあきらめたり、苦労もありましたが、とても勉強に

なりました。Wordのオートシェイプを使って高林さんが

描いたオリジナルの絵も入りました。内容が興味深くお

もしろいので、プラムのメンバーは、気が付けば原稿を

パソコンに入力することより、遊び道具を作るほうに夢

中になっていました。 

苦労して完成した本が、2010年 8月に出版されました。

題名は「わ和ワの輪」。 

「お子さんやお孫さんの手作りおもちゃとして一緒につ

くったり、また、立体図形の勉強に利用していただけれ

ば最高に幸せです」と高林さんが紹介していますが、ま

さにその通り。考えながら手も動かすので、私たち世代

には脳トレにもなると思います。全国の書店とインター

ネットで注文できますが、文教堂書店では 9 月から、紀

伊國屋書店では 2011年 3月から 1年間常備陳列されます

ので、ぜひ、ご覧になって下さい。72年館にも置いても

らう予定です。本の出版のお手伝いは今までの勉強の集

大成となり、「わ和ワの輪」はプラムパソコン教室にとっ

ても大きな記念品となりました。 

72 年館のパソコンも夏休みに買い替え、OS が

Windows７に変わり、Word、Excelなども新しいバージ

ョンになりました。Windows７に興味のある方はパソコ

ン教室をのぞいてみてください。プラムパソコン教室で

は「わ和ワの輪」の続編を編集したり、新しいことにも

挑戦しようと思っています。 

 

2010201020102010 年度勉強会案内年度勉強会案内年度勉強会案内年度勉強会案内    

ゼミゼミゼミゼミ    ﾃｷｽﾄﾃｷｽﾄﾃｷｽﾄﾃｷｽﾄ    日時日時日時日時((((注注注注))))    場所場所場所場所    会費会費会費会費////月月月月    世話人世話人世話人世話人    

高村多賀子ゼミ（’51） 

 常微分方程式 

  （ポントリャーギン著 

共立出版）   

第 3 火曜日 

10:20～12:20 

72 年館 2000 円 早川希尹子（’67） 

高校数学高校数学高校数学高校数学                        

茶圓幸子（’69） 

 4STEP 数学ⅢC （数研

出版） 

第 2,4 木曜日 

午前 

武蔵野公会堂 

2500 円 

程度 

渡邊信子（’75） 

横浜教室 

吉田萌子（’48） 

 4STEP 数学Ⅲ （数研

出版） 

第 2,4 木曜日 

午前 

ミューザ川崎研修

室（JR 川崎駅前） 

2000 円 

益山恵子（’69） 

前田啓子（’75） 

吉祥寺ゼミ 

 クリアー数学演習Ⅰ・

Ⅱ・A・B 受験編 

 （数研出版） 

隔週金曜日 

午前 

武蔵野商工会館 

1000 円 

程度 

山田洋子（’66） 

大井美智子（’74） 

パソコンパソコンパソコンパソコン                        

My パソコン  

戸塚三重子（’66） 

 プリント （筆まめ）  

第 1,3 水曜日 

午前 

72 年館 3000 円 

山田洋子（’66） 

プラム 

荒木純子（’75） 

 Word による図の多い原

稿作成 

第 1,3 木曜日 

午前 

72 年館 

5000 円 

程度 

大西安子（’76） 

チェリー 

荒木純子（’75） 

 プリント（ペイント、

Photoshop 等） 

第 1,3 木曜日 

13:15～15:15 

72 年館 約 6000 円 岸永子（’57） 

シニア 

矢矧かつ子(’51） 

 Photoshop 

Elements4.0 等 

第 1,3 火曜日 

午前 

72 年館 5000 円 

大和田せつ子

（’56） 

福田淑子（’49） 

パズル 

荒木純子（’75） 

 プリント 

第 2 金曜日 

午前 

72 年館 2000 円 田中和子（’68） 

多面体 

荒木純子（’75） 

 プリント 

第 4 木曜日 

13：30～15：30 

72 年館 1500 円 菊島永子（’85） 

自主自主自主自主ゼミゼミゼミゼミ                        

九段教室 

石田静子（’48） 

 入試問題集 数学

ⅠⅡAB 

 （2010 数研出版） 

第 1,3 火曜日 

午前 

千代田区九段生

涯学習館 

2000 円 廣田貞子（’49） 

(注)午前：10：00～12:00    午後：13:00～15:00 
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  【【【【支部支部支部支部だよりだよりだよりだより】】】】        

 原稿依頼を受けて… 

卒業後卒業後卒業後卒業後のののの４０４０４０４０年年年年            青森支部青森支部青森支部青森支部    金澤金澤金澤金澤    啓子啓子啓子啓子（Ｓ（Ｓ（Ｓ（Ｓ４４４４４４４４））））    

激動の 1969年３月、大学を卒業し、郷里の青森県に帰り、４月に教職に就きました。 

当時の歴史が変わるかもしれない大きなうねりから遠ざかり、郷里で就職することに都落ちを 

するような気持ちを抱いたことを覚えています。八戸市とその周辺の県立高校の数学教員を 38 

年間勤め、2007年 3月に定年退職をしました。退職後は臨時講師や非常勤講師を計 3年間勤め、 

今年の 4月からは無職になりました。 

先日、原稿依頼を受けたとき、自分を振り返るよい機会となり、何か発信できたらと思い、軽い 

気持ちでお引き受けしました。しかし、こうしてパソコンに向かうと、何を伝えたらいいのか、整理 

がつかない状態です。一個人の私事だけを独善で記すことになるかもしれませんが、お許しください。

    

＜＜＜＜教員生活教員生活教員生活教員生活＞＞＞＞    

・・・・新任新任新任新任のののの頃頃頃頃    

最初の赴任校は旧制より続いてい

る女子校でした。職員は 40歳以上の

方が多く、少ない女性教員は、独身

の方がほとんどでした。思えば、採

用試験の２次面接で「あなたは結婚

しますか？」と聞かれて戸惑った経

験がありました。この質問も最初の

職場で妙に納得するものがありまし

た。 

生徒は家庭での躾がしつかりして

おり、大学進学希望者の多い学校で

した。生活指導面では非力で、つい

最近受験勉強の経験をしている新卒

者にはフィットする職場でした。最

初の３～4 年間は学校の仕事をした

といっても、生徒と一緒に青春をし

ているようなものでした。 

県内の国立大卒教員が圧倒的に多

い中で、東京女子大の先輩の方から

声をかけてもらい、話をする機会を

得ました。自分の職場では、主任と

名のつく方は 40 代後半の男性が多

かったのですが、女子大の先輩（国

語）は 30代で学年主任を務め、組合

の婦人部の活動にも積極的でした。

「結婚しても女性が仕事を続ける時

代になるのよ」といい、「育児休業法

案」が国会を通るための運動をして

いました。ちょうど‘70 年代前半、

ウーマンリブ運動が活発だった時期

です。私もその先輩の影響を受け、

自分の職場で署名を集めたり、一緒

に大会に参加したりしました。その

ときの体験がその後の自分を支えて

くれました。 

    

・・・・結婚結婚結婚結婚    出産出産出産出産    子育子育子育子育てててて    

 2 回目の赴任校は高校進学者の急

増による新設高校で男女共学校でし

た。1 学年だけからのスタートでし

た。女子大、女子高と 10年間過ごし

た後の、やんちゃな男の子たちへの

対応はきついものがありましたが、

学習意欲は旺盛でやりがいがありま

した。大学進学を目的に掲げた学校

でしたから、他の進学校に追いつけ、

追い越せで、業者模試の結果で一喜

一憂の生活でした。この間、結婚し、

4 人の子供を出産し、その度に育児

休業をとらせていただきました。育

児休業をとる者にとっては勇気のい

ることでしたが、学校から見ると、

戦力にはなり得ず、不良在庫を抱え

ているようだったのかもしれません。 

 3 校目は子育てのため自宅に一番

近い高校、4 校目は子供の通学に便

利な高校に勤務させてもらいました。

この二校は生活指導力が問われる学

校でした。職場でも、家庭でも、「多

感」「やんちゃ」「ジコチュウ」、少年

期から青年期に脱皮しようとしてい

る生徒や我が子と向き合わなければ

なりませんでした。 

・・・・介護介護介護介護    退職退職退職退職    

 実母の介護もあり、最後の 3年間

は再び自宅近くの高校で勤務させて

もらいました。小さな学校で、数学

科教員は 4名だけでしたけれど、若

い教員を中心に研究者招聘講座を実

施しました。数理学科の助手で同期

の杉山真澄さんにお願いして、グラ

フ電卓を用い、新しい数学授業の実

践をしていただきました。教材

 

をしっかり準備してくださり、明確

な説明で、いつもの授業とは違い、

生徒はいきいきとしていました。授

業で作成したグラフアートを下記に

紹介します。実母は退職 3 ｹ月前に亡

くなり、自分の教員生活も終わりま

した。 

＜＜＜＜今今今今、、、、考考考考えることえることえることえること＞＞＞＞    

振り返ると、仕事を続けることが

できたのは夫の理解とサポートが大

きかったことと、子供たちを可愛が

ってくれた義母と、自分の子供と同

じように面倒を見てくれた妹の存在

があったからです。また、子供たち

がよく我慢をしていたと思います。

感謝の気持ちでいっぱいです。田舎

だからできたことなのかもしれませ

ん。 

女性にとっては出産、子育て、そ

して介護は避けられない課題です。

子育ての時期は仕事上でも意欲が出

てき、責任をもつ立場にもなります。

今後、さらに女性の就業者が増えて

くるでしょう。職業を持つ女性が安

心して出産、子育てするためには家

族で、職場で、社会全体でどのよう

な形でサポートするかが課題だと思

います。 

そして、教育については家庭が原

点であることは言うまでもありませ

ん。親は、社会が変わっても変わら

ないものがあることを子供に伝え、

どのように育てたら子供は幸せにな

るかを考える余裕をもってほしいと

思います。 

生徒の作成したグラフアート 

【編集後記】 

 会員の皆様の充実した活動

の一端を少しでもご紹介でき

ましたら幸いです。 

 さらに多くの方のご参加を

お待ちしています。 


